





















7 寄稿の際には執筆申込書を毎年 6 月 30 日までに編集委員会に提出してください（別途様式あり）。
8 原則として、年 1 回の刊行とし，原稿の締め切りは毎年 10 月 31 日とします。 
9 執筆要項は，『筑波大学先史学・考古学研究』編集委員会（〠 305-8571 つくば市天王台 1-1-1 筑波大 










　　　調 査 報 告　発掘調査などの経過報告と，全体的な資料の紹介および評価。20,000 字以下とする。 




3 原稿は 42 字詰 35 行で作成し，全てのデータ（本文ファイル，写真・図・表ファイル，レイアウトファイル）
を収めた CD-R 等のメディアと提出してください。その際，レイアウトファイルについては A4 版に印
刷したものを必ず提出してください。
4 原稿表紙には，題名およびその英訳，執筆者氏名とそのローマ字綴り，所属機関名を記してください。










 　　　　　（1）浜中 2 遺跡出土土器の型式 
9 註は，本文右肩に 1），2），…の番号を付し，文末に一括してください。 
10 引用文献は，本文又は註の中に（　）を入れて，著者姓，刊行年（西暦）：該当頁数を記してください。 
 同じ著者で同一年に複数の文献がある場合には，刊行年の後に刊行順に a・b・c…を付してください。 
 　例　外国語文献の場合…の例がみられる（Wheeler 1954：pp. 21-22）。 
 　　　日本語文献の場合…と指摘していることが注目される（藤本 1988b：4-6 頁）。 
 複数の著者の文献を併記する場合には，カンマ（，）で区切ってください。 
 　例 …可能性が高いと指摘した（森 1965，柳沢 1989）。 








 （4）　復刻版，2 版以後の版本を用いた場合は，初刊行年を〔　〕で表記し，版次を示してください。 
 （5）　欧文の場合，書・誌名は斜体にするか下線を付してください。 
   和漢書の場合，論文表題には「　」，書・誌名には『　』を付してください。 
 （6）　翻訳書を用いた場合は，原書について≪ ≫内に（1）により記してください。 
例　浅野　清　1953 『法隆寺建築綜観』京都大学文学部考古学叢書 第 1 冊 京都 便利堂．
　　小林行雄 1957 8 版〔1951〕『日本考古学概説』東京 創元社． 
　　ラウス. I. 1974 『先史学の基礎理論』鈴木公雄訳，雄山閣出版≪Rouse, I., Introduction to Prehistory. 
　　New York: McGraw-Hill book Company. ≫． 
中村国香 1791 （宝暦 11）「房総志料」改定房総叢書刊行会編『改定房総叢書』第 3 輯  1959〔1941〕
　　同刊行会． 
藤本弥城 1988 「茨城県広畑貝塚の晩期縄文土器」『考古学雑誌』第 73 巻第 4 号 1-35 頁 . 
森 郁夫 1987 「第Ⅲ章 調査経過と概要」奈良国立文化財研究所編『薬師寺発掘調査報告』
　　本文 奈良国立文化財研究所学報第 45 冊 奈良国立文化財研究所 16-22 頁． 
Carly, E. R. 1971 Analyses of some metal artifacts from ancient Afghanistan. In R. H. Brill (ed.), Science 
and Archaeology. Cambridge, MIT Press, pp. 106-113． 
Keeley, L. H. 1974 Technique and methodology in microwear studies: a critical review. 
　　World Archaeology 5-3, pp. 323-336．
Wheeler, R. E. M. 1954 Archaeology from the Earth. London, Oxford University Press． 
12 写真はモノクロームを原則とします。写真，図，表は縮尺を指定してください。仕上がり寸法は表題
も含めて，縦 20.6cm，横 13.4cm 以内に収めてください。なお，写真の掲載に関してアート紙を希望す
る場合は，事前に編集委員会に御相談ください。 
13 写真，図，表については，参考文献の後に「出典一覧」などの形式で典拠を明示してください。 
